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性別 年齢 疾患・副作用情報 治療中の疾患 薬剤名 投与量用法 薬剤名 投与量用法

ナポールＳＲ 2ｐ 朝夕食後 中止

ロキソニンテープ 21枚 1回貼布

なし アーガメイトゼリｰ 2個 朝夕食後

エビスタ60mg 1T 朝食後 中止

リーマス200mg 2錠 朝夕食後 リーマス200mg 2錠 朝夕食後

セロクエル25mg 2錠 朝食後 セロクエル25mg 2錠 朝食後

ジェイゾロフト25mg 1錠 朝食後 ジェイゾロフト25mg 1錠 朝食後

ボナロン35mg 1錠 起床時 中止

フロリードゲル経口1本 中止

セレコックス100mg セレコックス100mg

ケンタンＯＤＰ

リリカｶﾌﾟｾﾙ75mg ﾂﾑﾗ牛車腎気丸

クラリチン１０ｍｇ 1錠 寝る前 アレグラ60mg 2錠 朝夕食後

SPトローチ イソジンガーグル

ランソプラゾールOD 15mg 朝食後 ランソプラゾール 中止

ネキシウム 20mg 朝食後 ネキシウム 20mg 朝食後

セルベックスカプセル 3ｃ 毎食後 セフゾンｶﾌﾟｾﾙ100 3ｃ 毎食後

ゲンタシン軟膏 ゲンタシン軟膏

ロキソニン錠60mg 3錠 毎食後 ロキソニン60mg 3錠 毎食後

ムコスタ錠100mg 3錠 毎食後

ランサップ４００ 1ｼｰﾄ 朝夕食後 ランサップ４００ 1ｼｰﾄ 朝夕食後

タケプロンＯＤ30mg 1錠 朝食後 タケプロンＯＤ30mg 1錠 朝食後

【報告者のコメント】お薬手帳にて、他医院でＨ２受容拮抗薬「ファモチジン」が既に処方されていたことを確認し、医師に問い合わせ。除菌療法の薬剤を優先し、服用中は「ファモチジン」を中断することと

し、その旨患者に説明
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【報告者のコメント】胃潰瘍でネキシウムが処方されたが、お薬手帳を見るとランソプラゾールが処方されていた為DRに疑義照会する。本人はﾀｹﾌﾟﾛﾝは胃薬と知っていたが、一般名で書かれている為、胃

薬の認識がなかったよう。ﾗﾝｿﾌﾟﾗｿﾞｰﾙは服用しないように患者様に説明(一般名で今までの薬と認識されていないこともあるのでお薬手帳の確認が重要になってきている）

薬剤管理指導 お薬手帳

同種同効薬

重複

薬剤中止
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6

【報告者のコメント】ＦＡＸにて処方せん応需、薬歴確認中にハルシオン0.25mg服用歴記録確認、本人来局前の為、ハルシオンの処方元医院に問い合わせ、ハルシオン0.25mg処方確定。フロリードとの併

用禁忌の為疑義照会にて処方中止

5

併用禁忌

70 歯科抜歯予定

4

【報告者のコメント】今回のケースは患者からの相談でセント・ジョーンズ・ワートの服用が発覚し、サプリメントを中止してもらうことで、セロトニン作用増強による副作用を回避できたが、サプリメントはお薬

手帳でも確認できないことがほとんどの為、患者本人からの聞き取りが重要であると思った。

1 【報告者のコメント】受付した処方内容内容はセレコックス１００mg2T2xモーラス30だった。同効薬だった為疑義照会し、処方はキャンセルになった。

2 【報告者のコメント】他医院より転院の方で、お薬手帳によりアーガメイトゼリーの処方漏れが判明した。（他8種類処方有）

80

その他（サプ

リメント中

止）

【報告者のコメント】患者家族より、歯科受診予定ありとの事。電話にて歯科医師よりＢＰ系の服用は避けてほしいとの要望を確認しボナロン錠の処方医師に疑義照会にて、お伝えし処方中止となる。

【報告者のコメント】主応じ先よりリリカカプセル７５ｍｇが処方されていた。新患の為問診にて聞き取り中に患者よりリリカｶﾌﾟｾﾙの副作用歴があり、その際、尿赤変、体重増加の症状が出現し中止になった

ことがあるという情報入手。以前調剤した薬局にも詳細な内容確認。リリカｶﾌﾟｾﾙでの副作用確認、リリカは横紋融解症と体重増加の副作用の可能性が高く、再処方で重篤な副作用が発現すると考え疑

義照会しリリカ中止、ツムラ牛車腎気丸に変更になったが、他科で同薬剤処方の為、再度疑義照会し処方中止となる。

禁忌・重大な副

作用

3 【報告者のコメント】以前よりアクトネル2.5mgを服用中の患者に、他医院よりエビスタ60mgが追加になった。薬歴で確認後疑義照会したところ、エビスタ60mg中止となった。

女性 処方漏れ

78 女性

Ｎｏ

情報提供前 情報提供後患者情報 報告に関する患者追加情報

お薬手帳・医薬

品情報提供

情報発端

原因・疑義照会

内容
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薬剤変更

禁忌・重大な副

作用

情報提供後

の変更事由

薬歴

慢性腎不全（血

液透析）

重大な副作用

（現疾患　てん

かん）

薬剤管理指導

薬歴

患者の訴え

薬剤中止

【報告者のコメント】患者様よりゼラチンアレルギーであると言われた。ＳＰトローチはゼラチンが含まれている為、疑義照会イソジンガーグルへ変更

2012/8/16処方箋監査

薬剤変更→

中止

薬剤中止

処方箋監査

患者からの訴

え

【報告者のコメント】ケンタン錠服用継続していて腰痛が続いているので受診、ケンタン錠を中止してセレコックス100mgへ変更。

ケンタンをＯＤＰより外して欲しいと病院より依頼、ケンタンの刻印を印刷し、薬情に貼り、お薬手帳にもケンタンを外してほしい事と処方中止してもらいたい旨を記載した。
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86 女性 お薬手帳 重複投与

10 女性

【報告者のコメント】アレグラ60mgは服用したことがあり、てんかん症状なかったため。変更

薬剤管理指導 2012/8/31ゼラチンアレルギー

2012/8/31

薬剤変更

10

70 男性

74

8

9

60 男性

男性

20 女性

報告日

女性

担当薬剤師

お薬手帳

同種同効薬

重複

薬剤追加80

2012/8/22

薬歴

女性 2012/6/27処方箋監査

併用注意

患者からの

相談

薬剤中止

女性

2012/8/11

同種同効薬

重複

薬剤管理指導腎機能障害あり

薬剤中止

患者からの

訴え

使用上の注意

69 女性 処方箋監査

医薬品情報

提供

誤転記

誤処方

薬剤変更 2012/8/20

【報告者のコメント】婦人科の処方で外用剤との組み合わせが不自然だったので、患者本人に診察時に胃薬を希望したことがないことを確認した上で、医師に疑義照会。電子カルテの選択ミスである事が

判明
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82 男性 薬剤管理指導 お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2012/7/12

【報告者のコメント】お薬手帳にて、他医院にて同じ薬剤が既に処方されていることを確認し、疑義照会の上、処方削除となる
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49 男性 薬剤管理指導 お薬手帳

同種同効薬

重複

服薬指導 2012/7/19

平成２４年度前期プレアボイド報告



性別 年齢 疾患・副作用情報 治療中の疾患 薬剤名 投与量用法 薬剤名 投与量用法

プラザキサｃｐ75mg 4ｃ 朝夕食後 ﾌﾟﾗｻﾞｷｻｃｐ110mg 2ｃ 朝夕食後

ワソラン錠40mg 3錠 朝食後 ﾜｿﾗﾝ錠40mg 3錠 朝食後

パリエット10mg 1錠 パリエット10mg 1錠

ファモチジン10mg 1錠 中止

バナン100mg ２錠 朝夕食後 クラチシッド200mg 2錠 朝夕食後

プロレナール5mg 3錠 毎食後 中止

インデラル ワソラン

【報告者のコメント】処方箋の発行元病院に最近まで入院されており、退院後初外来処方だったが、お薬手帳にて、かかりつけの近医で以前よりH2受容体拮抗剤を服用中であったことが判明、処方医に

状況報告を行い、処方箋中のＰＰＩ製剤は継続、併用薬となるＨ２受容体拮抗剤を処方している病院に連絡を行い、当該薬剤を中止することになった。

情報提供前 情報提供後

情報提供後

の変更事由

報告日

Ｎｏ

患者情報 報告に関する患者追加情報

担当薬剤師 情報発端

原因・疑義照会

内容
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37 女性 処方箋監査 処方せん・薬歴 過量投与

薬剤減量・

服薬指導

2012/5/10

【報告者のコメント】プラザキサとﾜｿﾗﾝを同時に併用する場合は、プラザキサの減量考慮と、開始3日間はワソラン服用2時間以上前の服用となっているため、この2点について医師に問い合わせを行い、

投与量の変更がなされた。服用方法についても添付文書通りの指示であることを確認し患者本人に説明
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60 女性 お薬手帳

同種同効薬

重複

薬剤中止 2012/5/25
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70 男性 ペニシリン・ケフラール 処方箋監査 薬歴 禁忌　 薬剤変更 2012/8/20

【報告者のコメント】以前セフェム系抗生剤で薬疹が出ており、ＤＲに疑義照会、マクロライド系クラリシッドへ変更、クラリシッドは服用歴ある
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78 男性

糖尿病・逆流性

食道炎・腰痛

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2012/

【報告者のコメント】お薬手帳によりA病院からオパプロスモン錠が処方されていたこと確認。Bクリニックよりプロレナール錠が処方されたが、疑義照会後中止となる。重複投与回避

お薬手帳・薬歴 併用禁忌 処方変更

【報告者のコメント】喘息治療中の患者に胸が苦しいとの訴えから他科からインデラルが処方。喘息には禁忌の薬剤なので疑義照会の結果ワソランに変更
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50 女性 気管支喘息 薬剤管理指導

薬剤管理指導


